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２．年度計画及びプロジェクト報告

１．年度計画（平成26年度）と各種プロジェクトとの対応一覧表

凡　例
⑴　この対応表は、独立行政法人国立文化財機構の平成26年度年度計画のうち、東京文化財研究所の事業

にかかわる「I4　文化財に関する調査及び研究の推進」以下を採録し、予算化された各種プロジェクトと
の対応関係をあらわしたものである。なお、年度計画の全文、ならびに「国立文化財機構の中期目標、中
期計画」「関係法規一覧」については国立文化財機構のウェブサイトを参照されたい。

⑵　年度計画の各項目に対応するプロジェクトは、項目の後に四角で囲って示すとともに、成果報告から逆
引き参照の便を図るため、Area番号を付した。Area番号は年度計画の項目の記載順とし、同じ項目に対
応するプロジェクトには同じエリア番号が付される。

⑶　プロジェクトには、下記にしたがって、分類項目と担当部門の記号を併記し、あわせて予算項目にした
がって背番号（ 2 桁）を付した。

分類項目
①プロジェクト研究
②国際協力・交流等
③資料作成・公開
④研究集会・講座等
⑤研究指導・研修等
⑥刊行物

担当部門
企：企画情報部
無：無形文化遺産部
保修：保存修復科学センター
セ：文化遺産国際協力センター
支：研究支援推進部
共：共通

　例　○文化財の研究情報の公開・活用のための総合的研究（①企01）
　　　企画情報部が担当するプロジェクトで、①のプロジェクト研究の掲載頁に研究成果が報告されている

ことをしめしたもの。
　　　ただし、科学研究費・受託研究等の研究調査は、研究および業務の性格上、この対応表には掲載して

いない。
⑷　背番号のないプロジェクトは、日常業務のなかで実施、または他のプロジェクトの一環として総合的に

実施しているもので、適宜、必要な場合に注記を付した。

平成26年度独立行政法人国立文化財機構に係る年度計画
独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第三十一条の規定により、平成23年 3 月31日付け22受

庁財第2341号で認可を受けた独立行政法人国立文化財機構中期計画に基づき、平成26年度の業務運営に関
する計画を次のとおり定める。

Ⅰ　国民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１　歴史・伝統文化の保存と継承の中核的拠点としての収蔵品の整備と、次代への継承
２　文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信
３　我が国における博物館の中核としての機能の強化
４　文化財に関する調査及び研究の推進
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　⑴　文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究の推進
　　　国内外の機関との共同研究や研究交流を含め、文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究を推進す

ることにより、国・地方公共団体における文化財保護施策の企画・立案、文化財の評価等に関する基盤
の形成に寄与する。

　①　我が国の美術を中心とする有形文化財及びそれに関わる諸外国の文化財に関し、以下の課題に重点的
に取り組む。

　ア　他機関との連携を図りつつ、文化財情報の公開・活用のための、より望ましい手法等の研究を行う。

Area1 ○文化財の研究情報の公開・活用のための総合的研究（①企01）

　イ　日本を含む東アジア地域における美術の価値形成の多様性を解明するために、近年の記録媒体や分析
手法等の進展に対応しながら調査研究を行い、文化財を対象とする資料学的基盤を整備、確立する。併
せて、その基盤を礎としながら国内外の研究交流を推進し、成果を広く一般に公開する。

Area1 ○文化財の資料学的研究（①企02）

　ウ　日本を含む東アジア諸地域における近現代美術の研究資料の収集、整理、調査研究を行うとともに、
その交流を明らかにする有効な視点と調査研究方法の開発を目指す。また、多様化する我が国の現代美
術の動向に関する調査研究を行い、基礎資料を作成する。

Area1 ○近現代美術に関する交流史的研究（①企03）

　エ　美術や文化財についてのより深い理解を形成するため、彫刻や絵画を中心に、その表現・技法・材料
の問題に対して基礎的な情報を収集・整理・蓄積するとともに、関連諸分野と連携した多角的な調査研
究を行う。

Area1 ○美術の表現・技法・材料に関する多角的研究（①企04）

　②　日本の歴史、文化の源流等の実態を探り、それらを記録した資料の保存活用に資するために、近畿を
中心とする古寺社や旧家等が所蔵してきた歴史資料・書跡資料等に関する原本調査、記録作成を悉皆的
に実施するとともに、公表に向けて整理検討を行う。

　③　我が国の文化財建造物の保存・修復・活用に関する基礎データの収集、未指定建造物の調査、古代建
築の今後の保存と復原に資するための調査・研究を行い、整理が終了したものより順次公表を行うとと
もに、伝統的建造物群及びその保存・活用に関する調査・研究を推進し、伝統的建造物群の保存を行っ
ている各地への協力を行う。また、アジア地域における文化財建造物の保存・修復及び伝統的建造物群
の保存・活用について、関係各国に対し協力を行う。

　④－１　無形文化財の伝承実態に関する基礎的な調査研究及び資料の収集、記録作成を行い、その成果
の一部を公開学術講座として発表する。具体的には伝統音楽・伝統芸能で用いる楽器、能楽の文献資料、
未調査の音声・映像資料の整理と古い媒体による音声・映像資料の再生及びデジタルアーカイブ化、工
芸技術に関する技法書及び工芸技術記録等を対象に調査を行い、能楽及び講談等の記録作成を行う。

Area2 ○無形文化財の保存・活用に関する調査研究（①無01）

　④－２　我が国の風俗慣習、民俗芸能、民俗技術等無形民俗文化財のうち、近年の変容の著しいものを
中心に、現在における伝承の実態、伝承組織、公開のあり方等を明らかにするとともに、各地の保存団
体や保護行政担当者等とこれら研究成果及び問題意識の共有化を図る。

　　　また、これまでに研究所で収集・保管している記録・資料の整理を行い、必要に応じて媒体転換等の
措置を講ずる。さらに、無形文化遺産の記録やその所在情報を継続的に収集し、その情報の整理・公開
に努める。
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Area2 ○無形民俗文化財の保存・活用に関する調査研究（①無02）

　④－３　日本と関連の深いアジア諸国等との間において研究員交流や無形文化遺産関連調査を行うなど、
無形文化遺産分野における研究交流事業を実施する。

Area2 ○無形文化遺産保護に関する研究交流・情報収集（①無06）

　⑤　我が国の記念物に関し、以下の調査・研究を実施する。
　ア　遺跡等の整備に関連する国際的な動向も踏まえた資料の収集・調査・整理等を行うとともに、遺跡等

の保存・活用に関する一体的な研究を推進し、個々の状況に応じた適切な管理・整備等に資する。また、
過年度開催した研究集会の成果の取りまとめ及び公表を行うとともに、遺跡等のマネジメントに関する
研究集会を、計画の策定と実施をテーマとして、文化的景観に関する研究集会と合同で開催する。

　イ　庭園史に関する文献調査・内外での現地調査等を行い、研究会を開催するとともに、日本庭園に関す
る基礎的資料のデータベース化を進める。また、現存する庭園及びその保護に関する調査・研究を行う。

　　　さらに、これまで取り組んで来た庭園に関する公開情報の増補改訂を行うとともに、所蔵資料の整理
を進める。

　ウ　不動産文化財等に関連する各種研究成果について、米国コロンビア大学との研究交流のもとに成果発
表を行う。

　⑥　国家の形成過程や当時の生活実態の解明に向けて、遺跡の発掘調査、出土品・遺構等に関する調査研
究及び文化財建造物に関する基礎的調査研究を実施する。

　ア　古代都城の実体解明のため、平城宮・京跡、藤原宮・京跡、及び飛鳥地域等の発掘調査を実施すると
ともに、古代官衙・集落遺跡に関する研究集会、古代瓦に関する研究集会を実施し、報告書を刊行する。

　イ　出土遺物及び遺構に関する調査、分析、復原的研究を総合的・多角的に実施し、整理が終了したもの
より順次公表を行う。

　ウ　飛鳥時代の壁画古墳についての調査研究を行うとともに、東アジアにおける工芸美術史・考古学研究
の一環として、出土遺物を中心とした資料の調査を実施する。また、飛鳥時代木造建築遺物の研究とし
て、山田寺等の飛鳥・藤原京跡内寺院の出土部材の研究を行う。

　エ　アジアにおける古代都城遺跡、生産遺跡及び陶磁器に関する調査研究並びに研究協力について、日本
の古代都城及び北魏洛陽城等に関する中国社会科学院考古研究所との共同研究、中国の生産遺跡（陶磁
器窯跡及び生産品）に関する河南省文物考古研究所との共同研究、遼西地域の都城に関する遼寧省文物
考古研究所との共同研究、日韓古代文化の形成と発展過程に関する韓国国立文化財研究所との共同研究
を、協定に基づいて実施する。また、整理が終了したものより順次公表を行う。

　⑦　文化的景観及びその保護に関する基礎的・応用的な調査研究を推進するとともに、諸外国との比較の
もとに、我が国の文化的景観保護に関する情報の収集・検討等を行う。また、過年度開催した研究集会
の成果の取りまとめ及び公表を行うとともに、これまでの成果を踏まえつつ、文化的景観の学術及び保
護に資する検討会を主催し、文化的景観の概念及び調査・計画手法等の体系化に取り組む。

　⑧　我が国の埋蔵文化財及びその保存・活用に関し、以下の調査・研究を実施する。
　ア　全国の遺跡に関する資料収集及び分析に有効な指標や手法についての研究を進め、その成果をデータ

ベース化して順次公開する。
　イ　出土遺物等の材質構造調査を行い、劣化状態に関する基礎データを集積する。また、鉄製品及び木製

品の埋蔵環境調査を実施し、埋蔵中に生じる遺物の劣化現象に関して、環境が及ぼす影響の基礎データ
を集積する。

　ウ　平城宮跡等をフィールドとして、遺構における水分移動及び溶質移動に関する計測と数値解析を行
い、遺構の安定化方法を検討するための基礎データを収集する。

　⑵　文化財の研究に関する調査手法の研究・開発の推進
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　　　文化財の調査手法に関する研究・開発を推進し、文化財を生み出した文化的・歴史的・自然的環境等
の背景やその変化の過程を明らかにすることに寄与する。

　①　高精細デジタル撮影により、文化財が本来有する多様な情報を目的に応じて正確・詳細に視覚化する
とともに、その公開を目指して、調査・研究を行う。

Area3 ○文化財デジタル画像形成に関する調査研究（①企05）

　②　埋蔵文化財の調査における新たな手法の開発・導入と応用に関する研究を行う。特に、情報取得手段と
しての遺跡探査と遺構･遺物の計測、それらの成果を公開・活用する方法について重点的に研究を進める。

　③　出土遺物、建造物、美術工芸品等の木造文化財の年輪年代調査を実施し、考古学、建築史学、美術史
学、歴史学等の研究に資する。とりわけ、奈良文化財研究所で開発、実用化したマイクロフォーカスＸ
線ＣＴを用いた調査手法は貴重な文化財の非破壊調査に有効であるため、調査対象の拡充と活用を図り、
これらの研究成果を公表する。

　④　動植物遺存体による環境考古学的研究を継続的に実施する。また、各種計測機器、マイクロスコープ
を活用して出土骨に残る加工痕の観察方法を確立し、骨角器製作技術や動物解体技術の研究を推進す
る。さらに、これまで国内の遺跡で開発してきた微細遺物選別法の実践を行い、東アジア、環太平洋世
界の中での農耕・牧畜の起源や動植物利用に関する比較研究を行う。

　⑶　科学技術の活用等による文化財の保存科学や修復技術に関する中核的な支援拠点として、先端的調査
研究等の推進

　　　最新の科学技術の活用による保存科学に関する先端的な調査及び研究や、伝統的な修復技術、製作技
法、利用技法に関する調査・研究としての課題に取り組むことにより、文化財の保存や修復の質的向上
に寄与する。

　①　博物館、美術館、図書館などの屋内環境におけるカビの予防、対策のみならず、寺社等の歴史的建造
物や古墳環境などの屋外に近い、環境管理が難しい場所での制御方法についても検討を行う。

Area4 ○文化財のカビ被害予防と対策のシステム化についての研究（①保修02）

　②　保存環境を考慮した文化財の展示・収蔵施設の省エネ化の研究及び環境データやシミュレーション技
術を用いた文化財の保存環境改善のための研究を推進する。

Area5 ○文化財の保存環境の研究（①保修03）

　③　文化財の材質分析及び劣化診断を目的とした計測手法に関する調査研究を進める。
　ア　その場分析を指向した小型可搬型機器の精度向上を行うとともに、これまで開発・導入を図った可搬

型機器を活用して絵画等の彩色材料調査及び金属製文化財等の材質・劣化状態調査を推進する。

Area6 ○文化財の材質及び劣化調査法に関する研究（①保修01）

　イ　ミリ波イメージング及びテラヘルツ分光イメージングにより文化財を対象とした測定に必要となる
データを収集するための基礎実験を行う。さらに、文化財に用いられている材料のテラヘルツ分光スペ
クトルの収集を行う。

　④　石造・木質文化財を対象に、周辺環境等の劣化要因の究明及び修復材料・技術に関する研究を行う。

Area7 ○周辺環境が文化財に及ぼす影響評価とその対策に関する研究（①保修04）

　　　また、石造文化財及び美術工芸品の災害対策に関する基礎的調査を行う。さらに、被災文化財に関し
て、被災状況に合わせた保存・修復方法の研究を行う。

Area7 ○文化財の防災計画に関する研究（①保修05）
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　⑤　文化財の真正性を考慮した修復に寄与するために、伝統的修復技術及び材料の調査・分析を行う。ま
た、これまで使用されてきた修復材料の追跡調査を行うことにより、それらの評価を行う。さらに、修
復に今後使用されることが想定される材料について、それを文化財に適切に使用するための調査・研究
を行う。

Area8 ○文化財における伝統技術及び材料に関する調査研究（①保修06）
○文化財修復材料の適用に関する調査研究（①保修12）

　⑥　近代文化遺産の特徴であるレンガ・コンクリート・各種金属・各種合成樹脂・各種繊維等の多種多様
な材料の劣化状況や保存手法に関する調査・研究を行う。写真や図面等紙資料類等の保存修復に関する
研究を進める。史跡の構成要素となっている建造物や構造物の保存理念や活用手法に関する研究を進め
る。ドイツ技術博物館との共同研究及び欧米あるいは東南アジアでの保存や修復事例調査を行う。

Area9 ○近代の文化遺産の保存修復に関する調査研究（①保修07）

　⑷　高松塚古墳、キトラ古墳の保存対策事業等、我が国の文化財保護政策上重要かつ緊急に保存及び修復
の措置等を行うことが必要となった文化財について、国・地方公共団体の要請に応じて、保存措置等の
ために必要な実践的な調査・研究を迅速かつ適切に実施する。

→受託調査研究・外部機関との共同研究及び外部資金による研究の報告を参照

　①　文化庁が行う高松塚古墳・キトラ古墳の壁画の調査及び保存・活用に関して技術的に協力する。

Area21 ○文化庁が行う高松塚古墳・キトラ古墳の壁画の調査及び保存・活用に関する
技術的協力（⑤保修）

　②　国土交通省が行う国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区公園予定地の調査及び保存・活用に関して技
術的に協力する。

　
５　文化財保護に関する国際協力の推進
　文化財保護に関する国際協力に関して、以下の事業を有機的・総合的に展開することにより、人類共通の
財産である文化財保護に関する国際協力を通じて、我が国の国際貢献に寄与する。
　⑴　文化財の保護制度や施策の国際動向及び国際協力等の情報を収集、分析して活用するとともに、国

際共同研究を通じて保存・修復事業を実施するために必要な研究基盤整備を行う。また、国内の研究機
関間の連携強化や共同研究、研究者間の情報交換の活発化を図るとともに、継続的な国際協力のネット
ワークを構築し、その成果をもとにアジア地域を中心とする諸外国において文化財の保護事業を推進す
る。

　①　海外、特に国際協力活動の対象となる地域の文化遺産に関する情報の収集、諸外国の文化遺産保護
施策等に関する調査を実施する。ユネスコ等が行う主要な国際会合へ出席して情報の収集を行うととも
に、文化遺産の保護をめぐる今日的課題等に関する調査研究を行う。また、収集した情報の整理・公開
及び比較研究等を通じて、今後の我が国の文化財保護施策の検討の用に供する。

Area10 ○文化財保護に関する国際情報の収集・研究・発信（②セ01）

　⑵　国際共同研究等を通じて諸外国の保存・修復の考え方や技術に関する研究を進め、国際協力を推進す
るための基盤を形成するとともに、その成果をもとにアジア地域を主とする諸外国において文化財保護
事業を推進する。

　①　文化財の保存修復事業及び国際共同研究事業を以下のように実施し、成果を広く公表する。
　ア　敦煌莫高窟壁画を始めとする中国の文化遺産の保存修復のための共同研究を実施する。
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Area11 ○ユーラシア壁画の調査研究と保存修復（②セ06）

　イ　韓国及び日本の石造文化財を対象に保存修復のための共同研究を実施する。

Area7 ○周辺環境が文化財に及ぼす影響評価とその対策に関する研究（①保修04）

　ウ　カンボジア・アンコール遺跡群（特に西トップ遺跡及びタ・ネイ遺跡）を始めとする東南アジア地域
等の文化財保護に関する調査研究及び保存修復協力事業を実施する。

Area11 ○東南アジア諸国等文化遺産保存修復協力（②セ02）

　エ　アフガニスタン（主としてバーミヤーン）及びイラクの文化財保存修復協力事業を実施する。また、
併せて周辺地域（西アジア諸国等）において、文化財調査研究及び保存修復協力事業を実施する。

Area11 ○西アジア諸国等文化遺産保存修復協力事業（②セ03）

　オ　上記各事業と連携しつつ、中央アジア諸国等ユーラシア地域における文化財の保存及び修復に係る調
査研究を推進する。また、文化財の保存修復手法に関するワークショップの開催等を通じて国内外の専
門家との情報の共有化を図る。

Area11 ○ユーラシア壁画の調査研究と保存修復（②セ06）

　⑶　文化財保護の担当者や学芸員及び保存修復専門家を対象とした研修や専門家の派遣を通じて諸外国に
おける文化財の保存・修復に関する人材育成と技術移転を積極的に進める。

　①　国内外の諸機関等と連携して人材育成や技術移転等の国際支援を実施する。また海外の文化財保存担
当者を対象に、国内外において和紙及び紙・絹文化財、漆及び漆文化財についての材料学・保存修復等
の講義と、修復、装丁等の実技を行い、基礎的な知識を教授する。

Area12 ○国際研修「紙の保存と修復」（⑤セ05）

　　　在外の日本古美術品を対象に事前調査を行い、その結果を元に修復を行う。

Area12 ○在外日本古美術品保存修復協力事業（②セ04）

　②　国際協力機構、ユネスコアジア文化センター等が実施する研修への協力を行う。
　⑷　アジア太平洋無形文化遺産研究センターは、アジア太平洋地域における無形文化遺産の保護のため

の調査研究拠点として、同地域における危機に瀕した無形文化遺産の保護に向けた現地調査やワーク
ショップを実施する。また、無形文化遺産保護の分野の研究データ及び同地域の研究機関や研究者につ
いての総合的な情報収集を行うための国際会議を開催し、その成果についてデータベースを構築し、共
有する。さらに国際会議への出席やユネスコとの連携を通じて、無形文化遺産保護を中心とした国際的
動向の情報収集を図る。

６　情報資料の収集・整備及び調査研究成果の発信
　以下のとおり、調査・研究に基づく資料の作成及び文化財に関連する資料の収集・整理・保管を行うとと
もに、調査・研究成果を積極的に公表・公開し、国内外の研究者や広く一般の人が調査・研究成果を容易に
入手できるようにする。
　⑴　文化財関係の情報を収集して積極的に発信するため、ネットワークのセキュリティの強化及び高速化

等に対応した情報基盤の整備・充実を行う。また、文化財情報の計画的収集・整理・保管及びそれらの
電子化の推進による文化財に関する専門的アーカイブの拡充を行うとともに、調査・研究に基づく成果
としてのデータベースの充実を行う。
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　①　文化財に関するデータベースの充実とアーカイブ機能の更新と拡張を図る。

Area13 ○文化財情報基盤の整備・ウェブサイトの運用（③企06）

　②　被災文化財関連情報に関するデータベースの充実とアーカイブ機能の更新と拡張を図る。

Area13 ○文化財情報基盤の整備・ウェブサイトの運用（③企06）

　③　文化財関係資料や図書の収集・整理・公開・提供について充実するよう努める。

Area14 ○専門的アーカイヴの拡充（資料閲覧室運営）（③企07）
○無形文化遺産に関わる音声・画像・映像資料のデジタル化（③無03）

　⑵　文化財に関する調査・研究に基づく成果について、定期的な刊行物を刊行するとともに、公開講演会、
現地説明会、国際シンポジウムの開催等により、積極的に公開・提供する。また、研究所の研究・業務
等を広報するためウェブサイトの充実を図るとともに、アクセス件数の向上を図る。

　①　定期刊行物の刊行
　　○『東京文化財研究所年報』
　　○『東京文化財研究所概要』
　　○『東文研ニュース』

Area15 ○広報企画事業（ニュースレター・概要・年報）（③企08）

　　○『美術研究』（年 3 冊）
　　○『日本美術年鑑』

Area15 ○平成25年版『日本美術年鑑』　刊行事業・出版事業『美術研究』（調査・研究
成果の公開）（⑥企09）

　　○『無形文化遺産研究報告』
　　○『無形民俗文化財研究協議会報告書』

Area15 ○無形文化遺産部出版関係事業（⑥無04）

　　○『保存科学』

Area15 ○『保存科学』54号の出版（⑥保修09）

　　○『奈良文化財研究所紀要』
　　○『奈良文化財研究所概要』
　　○『奈文研ニュース』
　　○『埋蔵文化財ニュース』

Area16 ○第37回文化財の保存及び修復に関する国際研究集会報告書（⑥企11）

Area17 ○『大徳寺伝来五百羅漢図』 →（①企05）で実施
○『泰西王侯騎馬図屏風　光学調査報告書』 →（①保修01）で実施
○『洋人奏楽図屏風　光学調査報告書』 →（①保修01）で実施
○『日韓共同研究報告書2014』 →（①保修04）で実施
○『文化財における伝統技術及び材料に関する研究報告書  2014年度』 →（①保修06）で実施
○『文化財建造物における塗装彩色材料の調査・修理・活用』 →（①保修06）で実施
○『近代テキスタイルの保存と修復』 →（①保修07）で実施
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Area17 ○“Conservation, Restoration and Utilization of Goryosha ― The Imperial Carriages ―” →（①
保修07）で実施

○『近代文化遺産に関する研究会　鉄道遺産の保存修復の今日と今後』 →（①保修07）で実施
○『各国の文化財保護法令シリーズ［19］　シリア』 →（②セ01）で実施
○『国際資料室蔵書目録  Library Catalogue of the International Cooperation Center Archives』    

　→（②セ01）で実施
○『ミャンマーの木造建築文化 Traditional Wooden Buildings in Myanmar』 →（②セ02）で実施
○『東南アジア諸国等文化遺産保存修復協力　平成26年度成果報告書』 →（②セ02）で実施
○『シリア復興と文化遺産』 →（②セ03）で実施
○“Conservation and Scientific Research of the Archaeological Metal Objects at the History 

Museum of Armenia 2011-2015” Armenia- Japanese Joint Project for the Conservation of 
Cultural Properties Volume 2 →（②セ03）で実施

○NRICP Final Report of the 2011-2013 UNESCO/Japan Funds-in-Trust Project “Support for 
Documentation Standards and Procedures of the Silk Roads World Heritage Serial and 
Transnational Nomination” The conservation of cultural heritage in Central Asia Volume 
11 →（②セ03）で実施

○アフガニスタン文化遺産調査資料集 概報第7巻『バーミヤーン遺跡保存事業概報－2013年
度（第11次ミッション）－』 →（②セ03）で実施

○“Structure, Design and Technique of the Bamiyan Buddhist Caves, Recent Cultural Heritage 
Issues in Afghanistan 5” →（②セ03）で実施

○ “Indo-Japanese Research for the Conservation of Ajanata Paintings: Conservation and 
Scientific Investigation of the Paintings of Ajanta Caves 2 and 9 (2009～2011)” →（②セ
03）で実施

○『在外日本古美術品保存修復協力事業』 →（②セ04）で実施
○『在外日本古美術品保存修復協力事業　出山釈迦図』 →（②セ04）で実施
○『在外日本古美術品保存修復協力事業　山水図』 →（②セ04）で実施
○『在外日本古美術品保存修復協力事業　寒山拾得図』 →（②セ04）で実施
○『在外日本古美術品保存修復協力事業　霊照女図』 →（②セ04）で実施
○『在外日本古美術品保存修復協力事業　ワークショップ2011』 →（②セ04）で実施
○『在外日本古美術品保存修復協力事業　ワークショップ2012』 →（②セ04）で実施
○『在外日本古美術品保存修復協力事業　ワークショップ2013』 →（②セ04）で実施

　②　公開講演会、現地説明会、国際シンポジウムの開催等
　　○公開講座（オープンレクチャー）（年１回）

Area18 ○平成26年度オープンレクチャー（調査･研究成果の公開）（④企10）

　　○公開講演会

Area19 ○第 9 回無形文化遺産部公開学術講座 →（①無01）で実施
○無形民俗文化財研究協議会 →（①無02）で実施
○文化財の保存環境に関する研究会 →（①保修03）で実施
○文化財における伝統技術及び材料に関する研究会 →（①保修06）で実施）
○近代の文化遺産の保存修復に関する研究会 →（①保修07）で実施

　　○現地説明会
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　③　アクセス件数の向上を図るため、ウェブサイトの内容の充実を図る

Area20 ○文化財情報基盤の整備・ウェブサイトの運用（③企06）

　⑶　平城宮跡資料館、藤原宮跡資料室、飛鳥資料館については、研究成果の公開施設としての役割を強化
する観点から展示を充実させ、調査・研究成果の内容を広く一般に理解を深めてもらうことに資する。
来館者数については、前期中期計画期間の年度平均（特別展示等による来館者数の著しい変動実績を除
く）以上確保する。

　①　平城宮跡資料館における展示・公開
　　　常設展（月曜日、年末年始休館）
　　　特別展（年１回）
　　　企画展（年１回）
　　　年間目標来館者数 85,300人 
　②　飛鳥資料館における常設展示の充実と特別展示の開催
　　　常設展（月曜日、年末年始休館　有料公開）
　　　特別展（年２回）
　　　企画展（年１回以上）
　　　年間目標入館者数 48,800人
　③　藤原宮跡資料室における展示・公開
　　　常設展（年末年始休館　無料公開）
　　　年間目標来館者数 4,509人
　⑷　文化庁と国土交通省が行う平城宮跡、飛鳥・藤原宮跡等の公開・活用事業に協力し、支援を実施す

る。また、宮跡等への来訪者に文化財及び奈良文化財研究所の研究成果等に関する理解を深めてもらう
ため、解説ボランティアを育成するとともに、ＮＰＯ法人等が自主的に行う各種ボランティア事業に対
して活動機会・場所の提供等の支援を行う。

　①　文化庁と国土交通省が行う平城宮跡、飛鳥・藤原宮跡等の公開・活用事業への協力
　　○　文化庁が行う平城宮跡、藤原宮跡の管理への協力
　　○　国土交通省が行う平城宮跡第一次大極殿院復原への協力
　　○　国土交通省が行う平城宮跡展示館（仮称）の建設への協力
　　○　国土交通省が行う国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区公園予定地内の体験学習館の建設への協力
　②　平城宮跡解説ボランティア事業の実施
　③　平城宮跡防災・防犯パトロール「平城宮跡みまもり隊」への参加
　④　NPO法人等への支援

７　地方公共団体への協力等による文化財保護の質的向上
　我が国の文化財に関する調査・研究の中核として、これまでの調査・研究の成果を活かし、国・地方公共
団体等に対する専門的・技術的な協力・助言を行うことにより、我が国全体の文化財の調査・研究の質的向
上に寄与する。また、専門指導者層を対象とした研修等を行い、文化財保護に必要な人材を養成する。
　⑴　地方公共団体や大学、研究機関との連携・協力体制を構築し、これらの機関が有する文化財に関する

情報の収集、知見・技術の活用、本機構が行った調査・研究成果の発信等を通じて、文化財に関する協
力・助言の円滑かつ積極的な実施を行う。

　①　地方公共団体等からの要請に応じ、それへの協力・助言・専門的知識の提供等を実施する。
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Area21 ○文化財の評価・活用に関する助言（⑤企）
○無形文化遺産に関する助言（⑤無）
○文化財の材質に関する調査と援助・助言（⑤保修）
○文化財の修復及び整備に関する調査・助言（⑤保修）
○美術館・博物館等の環境調査と援助・助言（⑤保修）
○文化財の虫菌害についての調査・助言（⑤保修）

　②　これまで蓄積した調査・研究の成果を活かし、他機関等との共同研究及び受託研究を実施する。

→○その他の研究活動の報告を参照

　③　東日本大震災の復旧・復興事業に伴う埋蔵文化財発掘調査について、地方公共団体等に対する支援・
協力を行う。

　④　今後可能性が指摘されている巨大地震等大規模災害が発生した際に、各地域における文化財等の防災
や被災した文化財等の救出・修復等の適切な処置を行うための体制を整備する。

　⑵　文化財に関する高度な研究成果をもとに、地方公共団体等で中核となる文化財担当者に対し埋蔵文化
財等に関する研修を実施するとともに、保存担当学芸員に対し保存科学に関する研修を実施する。

　①　埋蔵文化財及びその他文化財の担当者研修の実施
　　　　専門研修15課程、研修人数延べ190人
　②　博物館・美術館等の保存担当学芸員研修の実施
　　　　期間２週間、受講生25名

Area22 ○保存担当学芸員研修（⑤保修10）

　③　東京藝術大学、京都大学、奈良女子大学との間での連携大学院教育等の推進
　　○東京藝術大学：システム保存学（保存環境学、修復材料学）
　　○京都大学：共生文明学（文化・地域環境論）
　　○奈良女子大学：比較文化学（文化史論）

Area23 ○連携大学院教育（⑤共）

Ⅱ　業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置
１　一般管理費の削減
　⑴　共通的な事務の一元化による業務の効率化
　１）共通的な事務の一元化を推進し事務の効率化を引き続き図る。
　２）国立博物館各館における翌年度以降の展覧会企画等について「研究・学芸系職員連絡協議会」にお

いて連絡・調整を行い、企画機能強化を図る。
　３）機構共通のネットワーク及びシステムにより、業務の効率的な運用及び情報の共有化を引き続き推

進する。
　⑵　計画的なアウトソーシング
　　　以下の業務の外部委託を継続して実施する。
　　　（東京文化財研究所・奈良文化財研究所）
　　・警備業務、清掃業務及び建物設備の運転・管理業務等
　⑶　使用資源の減少
　　・省エネルギー
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　１）　光熱水量の使用状況を把握し、管理部門を中心に引き続き節減に努める。
　　　　　　（エネルギー使用量は、５年計画期間中に５％削減）
　　・廃棄物減量化

　１）使用資源の節減に努め、廃棄物の減量化に引き続き努める。
　　・リサイクルの推進

　１）廃棄物の分別収集を徹底し、リサイクルを引き続き推進する。
　⑷　自己収入の増大

独立行政法人整理合理化計画（19年12月24日閣議決定）の方針に基づき設定した外部資金の活用及
び自己収入の増大に向けた定量的目標の達成を、引き続き目指す。

　１）機構全体において、入場料収入（共催展を除く）及びその他収入について、1.16%の増加を目指す。
　２）機構全体において、寄附金350件及び科学研究費補助金76件の確保を目指す。

２　給与水準の適正化等
　国家公務員の給与水準とともに業務の特殊性を十分考慮し、対国家公務員指数は国家公務員の水準を超え
ないよう取り組み、その結果について検証を行うとともに、検証結果や取組状況を公表する。また人件費改
革の取り組みについて、今後の独立行政法人制度の見直し等を踏まえて検討する。

３　契約の適正化の推進
　１）契約監視委員会を実施する。
　２）施設内店舗の貸付・業務委託について引き続き企画競争を導入する。
　３）民間競争入札を推進する。
　　　（東京国立博物館・東京文化財研究所）
　　・施設管理・運営業務を継続して民間競争入札による外部委託を行う。

４　保有資産の有効利用の推進
　（文化財研究所２施設）
　　セミナー室、講堂等一般の利用の供することが可能な施設の有料貸付を実施するとともに、展示公開施

設におけるミュージアムショップの運営委託等、施設の有効利用の推進を引き続き図る。

５　内部統制の充実・強化
　⑴　理事長のマネジメント強化
　１）モニタリングの実施
　　・自己点検評価を行う。
　　・監事監査を行う。
　　・内部監査を行う。
　２）リスクマネジメントの実施
　　・リスク管理の必要に応じて、関連する諸規程の整備・見直しを行う。
　　・危機管理マニュアルの見直し等を随時行う。
　⑵　外部有識者による事業評価
　１）運営委員会、外部評価委員会を実施し、その結果を組織、事務、事業等の改善に反映させる。
　２）職員の資質向上を図るため各種研修を実施する。
　⑶　情報セキュリティ対策の向上と改善
　１）情報セキュリティについて定期監査等を実施する。
　２）機構全体での情報セキュリティ強化のため、ネットワーク環境等の見直しについて、検討を継続する。
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Ⅲ　予算（人件費の見積もりを含む）、収支計画及び資金計画
　１　予　　算　別紙のとおり
　２　収支計画　別紙のとおり
　３　資金計画　別紙のとおり

Ⅳ　その他主務省令で定める業務運営に関する事項
　１　施設・設備に関する計画
　　　別紙のとおり施設・設備に関する計画に沿った整備を推進する。
　２　人事計画に関する計画
　　⑴　職員の能力や業績を適切に反映できる人事・給与制度を検討する。
　　⑵　近隣大学等との交流を進め、優秀な人材を確保する。
　　⑶　各種研修を積極的に実施し、また、職員を外部の研修に派遣するなど、その資質の向上を図る。
　　⑷　非公務員化のメリットを活かした制度の活用方法について引き続き検討する。
　　⑸　専門スタッフの配置などの計画的な人材の確保・育成に向け、検討を進める。

　　予算（平成26年度予算）� （単位：百万円）　　　　　　

区　　　　分 金　　　　額

収　　入
　運営費交付金
　施設整備費補助金
　展示事業等収入
　受託収入
　計

 
8,239 
2,990
1,323 

26 
12,578 

支　　出
　管理経費
　　　うち人件費
　　　うち一般管理費
　業務経費
　　　うち人件費
　　　うち調査研究事業費
　　　うち情報公開事業費
　　　うち研修事業費
　　　うち国際研究協力事業費
　　　うち展示出版事業費
　　　うち展覧事業費
　　　うち教育普及事業費
　施設整備費
　受託事業費
　計

  
1,696

688
1,008
7,866
2,412
1,309

181
20

214
160

3,494
76

2,990
26

12,578
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　　収支計画� （単位：百万円）　　　　　　

区　　　分 金　　　額

費用の部
　経常経費
　　管理経費
　　　　うち人件費
　　　　うち一般管理費
　業務経費
　　　　うち人件費
　　　　うち調査研究事業費
　　　　うち情報公開事業費
　　　　うち研修事業費
　　　　うち国際研究協力事業費
　　　　うち展示出版事業費
　　　　うち展覧事業費
　　　　うち教育普及事業費
　　受託事業費
　　減価償却費

収益の部
　　運営費交付金収益
　　展示事業等の収入
　　受託収入
　　資産見返運営費交付金戻入
　　資産見返物品受贈額戻入

7,499
7,499
1,634

688
946

5,443
2,412
1,147

168
20

204
126

1,292
74
26

396

7,499
5,754
1,323

26
383

13

　　資金計画� （単位：百万円）　　　　　　

区　　　分 金　　　額

資金支出
　　業務活動による支出
　　投資活動による支出

資金収入
　　業務活動による収入
　　　運営費交付金による収入
　　　展示事業等による収入
　　　受託収入
　　投資活動による収入
　　　施設整備費補助金による収入

12,578
7,103
5,475

12,578
9,588
8,239
1,323

26
2,990
2,990 
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	  施設・設備に関する計画� （単位：百万円）　

施設・整備の内容 予定額 財　　　源

京都国立博物館
 緊急屋根等漏水補修工事

奈良文化財研究所
 本庁舎地区再開発計画の推進

計

182

2,808

2,990

施設整備費補助金

施設整備費補助金
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